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研究成果の概要（和文）：本研究は、看護師の働く病棟の風土に焦点を当て、良い組織風土作りを目指して展開
したものである。看護師長3名と、そこに勤務するスタッフ各3名の12名を対象とした面接調査と、9施設1188名
の看護師を対象とした質問紙を用いた調査研究の2つで構成した。これら２つの研究を通じて、病棟をより良く
するための鍵となる要素を特定し、看護師長が自分の病棟を評価し改善点を知ることができる簡便な評価ツール
を開発した。現状では改善の余地が残されたが、今後実用化に向けてさらに精緻化をはかっていく。

研究成果の概要（英文）：The present study focused on the climate of nurses' working wards and was 
developed with the aim of creating a favorable organizational climate. The study comprised an 
interview survey targeting 3 head nurses and 3 staff members working under them (12 persons) and a 
questionnaire administered to 1188 nurses in 9 facilities. Through these two studies, we identified 
the key elements to improve the ward and developed a simple evaluation tool that head nurses can use
 to evaluate the ward and understand points for improvement. At present, there is room for 
improvement, but we plan to further refine it for practical application.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
高齢者人口の急増が見込まれる一方で、18
歳人口の減少による新卒看護師の供給は減
少し、看護師の確保は難しくなる状況が予測
されており、離職問題への対応は急務である。 
これまでの看護職のストレス研究には、２つ
の問題点がある。ひとつはストレス・マネー
ジメントを考える方向性であり、ストレスの
対処資源強化にむけた視点からの研究が希
薄である点であり、もうひとつは、看護職の
ストレスは、個人の問題として捉えられてお
り、組織のあり方から捉えた研究はごくわず
かしか行われていない点である。 
我々は後者の問題点を踏まえ、これまで看
護職のバーンアウトと離職を、組織風土とい
う視点から検討してきた(塚本、野村，2007)。
これにより、組織風土とストレッサー、看護
師のバーンアウト、離職との因果関係を明ら
かにしてきた。この結果、看護師がコントロ
ール感を感じている病棟風土、モラールの高
い病棟風土では、ストレス認知が下がり、情
緒的消耗感や脱人格化などのバーンアウト
得点も低いことが明らかになってきた。こう
した組織風土への働きかけは、それ自体がス
トレス対処資源の強化につながることにな
る。本研究では、看護職のストレス・マネー
ジメントにむけて、組織、個人の両面から対
処資源の強化に焦点をあて、具体的方策を明
らかにすることを目指す。 
 
 
２．研究の目的 
本研究は、看護師のメンタルヘルスに資
することをめざし、看護師の勤務する病棟
風土に焦点を当てて介入方策 を検討し、病
棟風土診断・介入プログラムを構築するこ
とにある。第一の目的は、コントロール感
がありモラー ルの高い病棟風土を規定す
る要因とその形成過程を探索し、病棟の変
革可能な資源を特定することである。第二 
の目的は、特定された変革可能な資源への
介入を通して、看護師のメンタルヘルス改
善効果を検証することであ る。最終的には
研究によって有効性が確認された介入につ
いてプログラムを構築し、病棟管理者が自
分で病棟診 断、病棟改革が可能なインター
ネットツールを開発する。 
３．研究の方法 
（１）看護師長と同じ病棟に勤務するスタッ
フを対象とした面接調査 
対象は看護師長と同じ病棟に勤務する年
代の異なる看護師である。研究協力について
内諾の得られた病院の看護部長に依頼し、同
意の得られた３つの病院で、それぞれ雰囲気
の良い病棟の看護師長を推薦してもらった。
次に推薦された病棟の看護師長に、その病棟
で勤務している年代の異なる3名の看護師を
紹介してもらった。病院の指定する場所を借
用し、個別に面接を行った。面接はインタビ
ューガイドを用いて行った。インタビューガ

イドは、所属する病棟の組織風土をめぐる質
問を行い、年齢、勤務年数等のデモグラフィ
ックデータは面接時に記入用の用紙を渡し、
後日郵送してもらった。面接は、対象者の承
諾を得て IC レコーダーを用いて録音した。 
（２）質問紙を用いた大規模調査 
以下の 8項目を含む質問紙を用いて、調査
を実施した。 
１．組織風土尺度（塚本・野村、2007）14 項
目 
２．組織風土としての看護師長の在り方尺度
（塚本他、2010）30 項目 
３．組織風土規定因尺度 32 項目 
４．バーンアウトスケール（久保・田尾）17
項目 
５．慢性疲労度自己診断チェックリスト（厚
生労働省、2002）13 項目 
６．パーソナリティスケール（BIGFIVE 短縮
版）（並川他、2012）29 項目 
７．集団同一視尺度（唐沢、1991）12 項目 
８．Demographic data 13 項目 
1 ヶ月の留め置き期間を設定し、郵送法で調
査を実施した。調査協力施設は9施設であり、
配布総数は 2710 部、配布病棟数は 115 病棟 
であった。2回に分けて調査を実施し、最終
的に1188通の返送を得られ、返送率43.8％、
有効回答率は 43.7％であった。 
 
４．研究成果 
(1)面接調査による成果 
異なる施設に勤務する看護師長 3名と、看
護師長と同じ病棟に所属する看護師各3名の
計 12 名の面接により得られた録音データか
ら、逐語録を作成し、組織アイデンティティ
の【中核的性質】【特異性】【時間的継続性】
の 3側面について質的帰納的分析を行った。
この結果、中核的性質は≪病棟の職務特性≫
と≪病棟のケア特性≫から成り、病棟の担っ
ている機能や役割、看護師長の方針によって
影響を受けていた。看護師長の発信する明確
な中核的性質は、病棟の組織風土に強い影響
力を持っていることが明らかになった。中核
的性質は、若手スタッフでは形成されていな
いものの、特異性を通して病棟にアイデンテ
ィフィされていくことがわかり、中核的性質
と一貫した病棟の特異性が重要であること
が明らかになった。看護師長と中堅スタッフ
の間で、組織アイデンティティが一致してい
る場合には、安定的に組織アイデンティティ
が病棟スタッフ間に共有されるが、看護師長 
と中堅スタッフの間には葛藤が生じる可
能性も高く、病棟づくりにおいては両者の間
の価値観の共有が重要であることが明らか
になった。時間的継続性によって、病棟の中
核的性質と特異性が継承されていた。それら
が明確でない場合には、時間的継続性は希薄
であった。 
 
 
 



（２）質問紙調査による成果 
・組織風土尺度に関する成果 
「コントロール感」16.22（SD2.38）,「モラ
ール」11.82（1.98）「親密さ」13.24（2.94）
「学習雰囲気」9.94(2.32)、「スタッフの配
慮」64.64（14.85）、「リーダーシップ」
37.13(9.22)だった。組織風土の４つの下位
尺度については、性差はなかった。スタッフ
への配慮、ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟでは、男性看護師が有
意に高い得点だった。役職は「親密さ」で、
臨床指導者が、看護副師長、役職なしの群に
比べて有意に高く、「学習雰囲気」は、看護
師長が役職なしの群に較べて有意に高かっ
た。看護師経験年数との関係について、経験
年齢を 9層にし、各下位尺度得点を従属変数
として一元配置分散分析を行った。この結果、
「コントロール感」,「モラール」,「スタッ
フへの配慮」、「リーダーシップ」で有意差が
あった。いずれも経験年数が短い群で、有意
に得点が高かった。 
所属病棟の勤務年数との関係について、勤
務年数を 1年未満、2年未満、3年未満、3か
ら 5年未満、5年～10 年未満、10 年以上の 6
層に分類し、一元配置分散分析を行った。こ
の結果、組織風土尺度の４つの下位尺度に有
意差はなく、看護師長の在り方尺度の２つの
下位尺度において有意差があった。いずれも
病棟での勤務が短いほど、看護師長のあり方
は得点が高かった。 
 
・病棟の日常にある要素と組織風土の関係 
探索的に変数と含めた病棟の日常にある
要素との関連では、病棟が整理整頓されてい
るかどうか、病棟の係り配分等、想定 した
すべての要因間で組織風土変数との間に有
意差がみられた。 

 

・組織アイデンティティ 
集団同一性は、33.14(SD8.14)、成員同一性
は 16.65(SD4.28)だった。性差はみられなか
った。職位によって、集団同一性は群間に有
意差があり、下位検定の結果、看護師長と役
職なし群で差があり、看護師長で有意に高か
った。経験年数によって、成員同一性に有意
差があった。20 年目以上の群は、5年目未満
と 15年以上 20年未満の 2群を除くすべての
群より有意に低い値だった。成員同一性は 3
年目をピークとし、それ以降は下降していく
傾向にあった。集団同一視、成員同一視とも、
病棟勤務年数よって有意差があった。いずれ
も病棟勤務年素が長くなるほど、得点が高く
なっていた。 
 
・組織風土が組織同一視に及ぼす影響 
単純相関の結果、すべての組織風土変数は集
団同一視、成員同一視との間に、弱い～中程
度の有意な相関がみられた。 
 経験年齢別に集団同一性、成員同一性を基
準変数、組織風土変数を説明変数として重回

帰分析を実施した結果、親密さを中心としな
がらも、経験層によって組織風土の異なる面
によって影響を受けていることが示された
（表 1、表 2）。 
表１ 組織風土の集団同一視への影響  
-経験年齢別の分析結果- 

 
表 2 組織風土の成員同一視への影響  
-経験年齢別の分析結果- 
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